
第３７４回 

地震防災対策強化地域判定会 
 
 
 

記者会見資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

平成２９年６月２６日 

 
気象庁 

 
 
 
 
 国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総

合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、青森県、東京都、静岡県、

神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成している。 
また、2016 年熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、米国

大学間地震学研究連合（IRIS）の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを

用いて作成している。 

 
 以下の資料は暫定であり、後日の調査で変更されることがあります。 
 

















































































































































深部低周波地震（微動）活動 

愛知県から長野県にかけての深部低周波地震（微動）活動 

 ６月７日と23日に愛知県、24日に長野県を震央とする深部低周波地震(微動)を観測した。 
 ひずみ計に特段の変化は観測されていない。 
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震央分布図の領域a内のAB方向の時空間分布図 

気象庁作成 

震央分布図 
（2008年１月１日～2017年６月26日07時、深さ０～60km，Ｍすべて） 

2017年６月１日以降の地震を●で表示 

（2017年６月１日～６月26日07時） 
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